
開催
報告

みんなは、そ
れぞれの目標
のイメージが
持てるか
な？？

目標だけでな
くターゲット
も見ていけば
もっとおもし
ろいかも！

日頃から
ニュースを見
る習慣をつけ
ていきましょ
う！

01 SDGsって？？

SDGsは一体何なのかについて学びました。

社会的課題を取り組んでいくうえで、SDGsを耳にする人も
多いと思います。社会的課題推進委員会では、社会的課題
を取り組んでいく前提知識としてSDGsを学びました。学ん
でいく中で、SDGsの基礎になっているところは環境である
ことがわかりました。理由を気になった人は一度SDGsを調
べてみましょう。知れば知るほど楽しくなってくると思い
ますよ！

02 感想交流で深めたSDGs

飛び交った、様々な疑問。

学習会後の質疑応答の時間で、様々な面白い意見が飛び
交っていました。開発目標5のジェンダー平等では女性の
進出を考えるだけではなく、その先のマイノリティーの問
題も考えた意見がありました。ただ、開発目標を知るだけ
ではなく、その目標に込められた背景などを考えていくこ
とこそが、SDGs17の開発目標を理解することになると思い
ます。

03 もっとイメージを
感じよう！

17の目標のどれに関わっているだろう。

今社会で何が起こっているのか知ってもらうために、
ニュースを探し、そのニュースがSDGs開発目標のどれに当
てはまるかを考えてもらいました。社会に目を向けると同
時にSDGsとの関係を考えることで、何かできることが見つ
かってくると思います。そのできることを自大学生協の活
動で取り入れていくことで、組合員の生活がもっとよりよ
いものに近づいていくのではないでしょうか。
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社会的課題推進委員会＃2

開催概要
日時：02/20（水）18:00～21:00
場所：池坊短期大学第一会議室
推進委員：
工繊（２）、奈県（２）、BKC（１）、深草
（３）、奈教（１）、OIC（１）、府立（１）、
滋賀県大（２）、橘（１）、コンシューマーズ
京都（１）、ブロック（６）

9会員14名
の参加がありました！

当日のタイムスケジュール



これからの一
年間の活動を
考えつつ、
「想い」も書
き出してもら
いました。

コラム欄を始
めてみました。
この欄は推進
委員会の新4回
生が中心と
なって書きま
す！

04 平和国際チーム

年間を見据えて計画

平和国際チームでは、年間でどんなことをやっていくのか
の案出しと、具体的に何月に何をやっていくべきなのかに
ついて話し合いました。平和国際チームは活動していく中
で「知り、知らせ、考え、行動し、話し合う」を軸として
考えています。皆さんの大学生協でも、ただ企画を考える
のではなく、軸を決めて何をすべきなのかを考えていくこ
とが大事であると思います。（吉村）

05 防災チーム

06 環境チーム

+A ちょっコラム。

一日ひとつニュースで考えよう！
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学生事務局
[ 吉村暢基 ]

次回の社会的課題推進委員会は3/19です！
3月の学習会は平和に関して行う予定です。現在
ニュースで核兵器の問題が取り上げられています。
みなさんも、平和について一度考えてみてください。

調べた内容を
簡単に紙にま
とめました！

気になるワードを深堀し、学び合う。

今月は学習会を行いました。全国の事例から気になるワー
ドをピックアップします。そしてなぜそれが環境問題と
なっているのか、どんな現状なのかなどを各自調べて、発
表し合いました。大学生協で行われている環境活動がどん
な目的や意味を持つのかを理解し、共に学び合うことで環
境問題に対する理解を深めることができました。
環境チームは学習会を定期的に行っていきます！（堀部）

今年のチームのテーマと方向性

今後のチームの方向性について話し合いました。エリアへ
の直接的なアプローチとして部会訪問をしたいと考えてい
ます。また、防災系セミナーの開催も前向きに検討中です。
今年は「自分たちごと」をテーマにしようと思っています。
防災を自分ごとにして、そこからどんどん視野が広がるよ
うな推進をしていきます！（有末）

防災企画、防
災のちょいた
しをしている
事例の集約も
したいです！
ぜひ教えて
ね！

社会的課題に取り組むうえで、社会に目を向けることは必
要です。毎日ニュースに目を向け、そのニュースがどのよ
うに自分にかかわっているかを考える時間を作りませんか。
媒体はなんでも構いません。（新聞やtwitter、LINEニュー
スなど）ここで大事なことは、とにかく社会に目を向ける
ことです。今まで目を向けてこなかった人も、今日から始
めてみませんか？そんな人をもっとエリアのみんなで増や
していくことで、もっと京滋・奈良エリアの社会的課題に
関する活動が盛り上がっていくと思います！
（新4回生吉村）


